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青少年問題の悩みなどお気軽に

嫉　≫宇治こころの電話
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近鉄伊勢田駅が地下駅舎に

安
全
で
便
利
な
駅
に

　
こ
の
た
び
、
近
鉄
伊
勢
田
駅
の
地
下

駅
舎
化
工
事
が
完
了
。
八
月
一
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
、
池
本
市
長
や
野
口
市

議
会
議
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
駅
舎
の
老
朽

化
に
伴
い
、
改
築
を
求
め
る
市
民
の
要

望
に
応
え
て
利
用
者
の
安
全
性
と
利
便

性
を
考
え
、
市
が
近
鉄
と
共
同
で
、
平

成
五
年
七
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
も
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８
月
１
日
に
完
成

　
近
鉄
伊
勢
田
駅
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
・
利
便
性
の
面
か
ら
、

こ
れ
ま
で
駅
舎
改
良
に
つ
い
て

様
々
な
論
議
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
以
前
は
、
東
側
に
は
改

札
が
な
く
、
踏
切
を
越
え
て
西

側
の
改
札
を
利
用
し
、
も
う
一

度
構
内
の
踏
切
を
渡
る
必
要
か

お
り
、
地
元
・
駅
利
用
者
か
ら

東
側
に
改
札
を
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
十
分
な
用

地
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
改

札
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
臨

時
に
設
置
さ
れ
る
だ
け
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
下

駅
舎
化
に
つ
い
て
近
鉄
と
市
と

で
検
討
・
調
査
し
、
平
成
五
年

七
月
か
ら
事
業
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
。

　
新
し
い
駅
舎
で
は
、
利
用
者

は
線
路
の
両
側
か
ら
地
下
へ
降

り
、
新
し
く
で
き
た
地
下
駅
舎

の
改
札
を
通
っ
て
上
り
下
り
い

ず
れ
の
ホ
ー
ム
へ
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
由
通
路
と
し
て
、

駅
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
歩
行

者
は
参
只
ん
自
転
車
も
ス
ロ
ー

プ
を
利
用
し
て
反
対
側
に
通
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
上
と
ホ
ー
ム
を
結
ぶ
身
障

者
用
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
、

身
障
者
用
ト
イ
レ
、
待
合
室
の
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自転車は

マナーを守って

乗りましょう

　
自
転
車
は
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き

る
、
健
康
に
良
く
、
環
境
に
や

さ
し
い
最
も
手
軽
な
町
の
交
通

手
段
で
す
。
し
か
し
、
利
用
者

の
マ
ナ
上
吠
第
で
、
社
会
の
迷

惑
に
も
な
り
ま
す
。

設
置
、
踏
切
の
拡
幅
、
駐
輪
場

の
改
築
、
駅
前
広
場
の
整
備
な

ど
も
同
時
に
さ
れ
、
市
民
の
利

便
性
や
安
全
性
の
確
保
に
十
分

配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ト
池
本
市
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　
と
り
わ
け
、
駅
前
な
ど
の
放

置
自
転
車
は
町
の
美
観
を
損
ね

る
ば
か
り
か
、
歩
行
者
や
緊
急

自
動
車
の
通
行
を
妨
げ
る
な
ど
、

想
像
以
上
の
問
題
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
宇
治
市
で
は
、
市
内
十
一
の

鉄
道
駅
周
辺
に
放
置
禁
止
区
域

を
決
め
、
放
置
自
転
車
の
撤
去

に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
六
年

度
で
は
、
四
千
二
百
四
十
一
台

の
自
転
車
を
撤
去
し
、
そ
の
う

ち
千
九
百
七
十
七
台
が
所
有
者

な
ど
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
が
、

放
置
自
転
車
の
処
分
や
保
管
な

ど
は
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
駅
な
ど
へ
自
転
車
で
出
掛
け

る
時
は
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
夜
間
の
無

灯
火
運
転
や
二
人
乗
り
聚
９
め
、

反
射
材
の
活
用
を
図
る
な
ど
安

全
な
利
用
を
一
人
一
人
が
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
駅
長
さ
ん
に

　
話
を
聞
き
ま
し
た

　
伊
勢
田
駅
を
管
轄
し
て
い
る

大
久
保
駅
長
の
井
上
進
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

‐
便
利
に
な
り
ま
し
た
ね
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宇
治
市
と
と
も
に
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
工
事
が
無
事
完
了
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
人
身
事
故

が
起
こ
る
な
ど
、
懸
案
で
あ
っ

た
構
内
踏
切
が
な
く
な
り
大
変

喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
設
備

も
新
し
く
な
り
、
駅
構
内
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。
工
事
中
は

利
用
者
や
近
所
の
方
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
ま
た

何
か
お
り
ま
し
た
ら
私
を
含
め

駅
職
員
に
お
気
軽
に
声
を
お
掛

け
く
だ
さ
い
」

テ
レ
ビ
広
報

　
さ
わ
や
か
宇
治

『
語
り
継
ご
う

　
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
』

ご協力ありがとうございました

兵庫県南部地震災害義援金

　8145万5532円

　
宇
治
市
と
日
本
赤
十
字
社

京
都
府
支
部
宇
治
市
地
区
で

は
共
同
で
、
一
月
十
九
日
か

ら
七
月
十
七
日
ま
で
の
間
、

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
に
対

　
す
る
義
援
金
を
募
集
し
ま
し

　
た
。

　
　
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、

　
被
災
地
に
こ
れ
ま
で
類
を
見

　
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

　
し
、
多
く
の
人
命
や
家
屋
な

　
ど
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

　
募
金
は
被
災
地
の
一
日
も
早

　
い
復
旧
と
被
災
者
の
救
援
の

　
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

　
に
呼
び
掛
け
た
も
の
で
す
。

　
　
こ
の
結
果
、
総
額
八
千
百

　
四
十
五
万
五
千
五
百
三
十
二

　
円
と
い
う
多
額
の
義
援
金
が

　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
義

　
援
金
は
、
七
回
に
分
け
て
日

。
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
を

　
通
じ
て
被
災
地
に
お
送
り
し

　
ま
し
た
。

　
　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多

　
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
厚

　
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
治
市
長
　
　
　
池
本
正
夫

　
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

　
宇
治
市
地
区
長
　
池
本
正
夫

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

519

R蔽順:&'漱頴，

兪t/牡で 鶏:



（２）1995年（平成７年）８月11日発行りだ　よ政市治宇第1070号

　市では、秋の各種がん検診の申し込み受け付けを始めます。がん

治療の第一歩は早期発見・早期治療です。今年まだの人はこの機会

にぜひ検診を受けましょう。問い合わせは健康医療課（内線2333）。

がん検診の実施要項

　
が
ん
の
中
で
も
死
亡
率
が
上

位
に
あ
る
胃
が
ん
。
初
期
症
状

が
な
い
こ
と
か
ら
、
検
診
を
受

表１・胃がん検診の日程・会場

け
て
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

が
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
年
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

圃
日
程
・
会
場
は
表
１
の
と
お

り
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

南小倉小学校 9/11(3)､11/21㈲

北小倉小学校 ll/13(fl)

伊勢田小学校 9/1謝､11/20側

広野公民館 9/7俐､12/6伽

旦椋公会堂 9/19叫

開地域福祉ｾﾝﾀｰ9/12㈹

午後の検診(午後1時～2時半)

小倉小学校 11/15困

木幡公民館 11/16困

保健医療センター11/17咄

午前の検診(午前9時～11時)

六地蔵公会堂 9/6困

木幡公民館
9/5㈹､11/16㈲

12/5倒

宇治小学校 11/14㈲

三室戸集会所 9/8臥l/22㈲

保健医療センター

/m･14困･20湘

21㈲､11/17吻

12/拙)

城南荘集会所 9/22倒

小倉小学校 9/18(月)､11/15困

　
三
十
歳
に
な
れ
ば
年
に
一
度

は
検
診
を
受
け
、
自
己
検
診
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
程
…
表
２
の
と
お
り
。
時

間
は
午
後
１
時
か
ら
３
時
。

表２ ・乳がん

検診の日程

９

月

8図　IK月)12火

14困　18(月)19火

21俐　22面　25(月)

26火)28困　29㈲

10

月

3火)5俐　6面

12俐　13㈲　16(月)

17火)19俐　2o金

23(月)24火)26困

27倒　30(月)31火

■
会
場
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

月
に
一
度
は
忘
れ
ず
に

　
乳
が
ん
自
己
チ
ェ
ッ
ク
表

○
月
に
一
度
は
自
己
検
診
を
。

。
※
生
理
後
一
週
間
目
に
。
閉
経

し
た
人
は
日
を
決
め
て
。

○
小
さ
い
、
痛
み
の
な
い
し
こ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
少
し
で
も
異
常
に
気
付
い
た

ら
専
門
医
（
外
科
）
へ
。

　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
鏡
の
前
に
立
ち
、
腕
を
下
げ

た
姿
勢
で
正
面
・
側
面
・
斜
め

と
写
す
。
左
右
の
形
や
乳
首
の

位
置
、
く
ぼ
み
・
ひ
き
つ
れ
・

た
だ
れ
な
ど
が
な
い
か
鳶
兄
る
。

す触
れ
る
（
こ
の
と
き
つ
ま
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
）
。
内
側
半
分

は
腕
を
頭
の
後
方
に
上
げ
て
、

外
側
半
分
は
腕
を
自
然
の
位
置

へ
下
げ
て
。

③
わ
き
の
下
に
し
こ
り
は
な
い

か④
乳
首
を
軽
く
つ
ま
む
。
血
性

の
分
泌
液
が
出
な
い
か
ど
う
か

調
べ
る
。

………切り取り線

検診申込書

　
十
一
月
木
ま
で
、

除
く
病
院
、
医
院
、

ど
で
実
施
中
。

国
公
立
を

診
療
所
な

■
市
内
で
受
診
す
る
人
は
府
一
接

医
療
機
関
へ
。

■
市
外
で
の
受
診
を
希
望
す
る

人
や
検
診
料
が
免
除
さ
れ
る
人

に
は
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

成人歯科健康診査

　
わ
が
国
の
大
腸
が
ん
は
、
非

常
な
勢
い
で
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
が
ん
の
大
き
な
手
掛

か
り
と
な
る
血
便
の
有
無
を
調

べ
る
潜
血
反
応
検
査
を
行
い
ま

す
。
食
事
制
限
や
、
苦
痛
も
な

く
少
量
の
便
を
調
べ
る
簡
単
な

も
の
で
す
。
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
の
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
進
ん
で
検
査
を
受
け
ま
し
よ

　治療ではなく、歯周病を早期発見す

るための健康診査です。

と　き　12月14日までの毎週木曜日と

　９月12日脚、19日(火)、26日(火)。

　　　　午後１時半～３時半(予約匍D

ところ　保健医療センター

対　象　20歳以上の人

内　容　歯と歯周組織の診察、歯の磨

　　　　き方指導

申し込みは健康医療課へ電話か、左の

申込書を郵送で。

う
。

■
1
2
月
８
日
面
ま
で
申
し
込
み

受
け
付
け
中
。
申
し
込
み
後
、

採
便
容
器
を
送
付
し
ま
す
。

基本健康診査8月31日まで実施中

　40歳以上の市民が無料（費用は市が負担）で受けられ

る健康チェック。健康手帳を持ち「基本健康診査協力医

療機関」のステッカーのある医療機関へ。

　ふりがな

氏　　名
(男・女)

生年月日
明
大　　　　　年　　　月　　　日（満　　歳）

昭

住　　所
宇治市
　　　　　　　　　　　　　電話　　－

胃がん

検　　診

第一希望　　月　　日（会場　　　　　　　）

第二希望　　月　　日（会場　　　　　　　）

大腸がん

検　　診

　　　　　　(希望する人は○印を｡検査容器を
希望する　お送りします)

乳がん

検　　診

第一希望　　月　　日　｜　いっでもよい

第二希望　　月　　日｜

子宮がん

検　　診

＊市内で受診希望

　　（直接医療機関へ受診票を置いています）

＊市外で受診希望（受診票を送付します）

＊検診料が免除（受診票を送付します）

歯科健診 希望する　　　月　　日（　）　希望しない

※検診料免除番号（　　　　　　　　　）

△
人
一
枚
、

記
入
し
、

切
り
取
っ
て
、

は
が
き
に
は
る
か
封
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

520

②
仰
向
け
に
寝
て
、
調
べ
る
側

の
肩
の
下
に
溥
い
座
布
団
を
敷

く
。
乳
房
の
反
対
側
の
手
で

（
手
指
を
そ
ろ
え
て
）
、
静
か
に

圧
迫
し
な
が
ら
ま
ん
べ
ん
な
く

胃がん検診 大腸がん検診 乳がん検診
子宮がん検診

(頚がん･体がん)

対象者 40歳以上の人 30歳以上の女性

検査内容

・問診

・胃部Ｘ線間

　接撮影

・問診

・免疫便潜血

　反応

・問診・視診

・触診

・問診・内診

・細胞診

検診料

500円 300円 300円
顛がん1,000円

体がん　700円

※次の免除事項にあてはまる人は、検診料が無料になります。

　下の「検診申込書」に自分の該当する番号を記入してください。

　　①io歳以上の人　②65～69歳で医療受給者証を持つ人

　　③生活保護世帯の人　④市民税非課税世帯の人

申し込み

　　と

受診方法

・はがき、封書で下の申込書を郵送

・健康医療課窓口で申し込む

・出張受け付けで申し込む

　　木幡公民館

　　　　8月21日（月）午前９時半～11時半

　　西小倉コミュニティセンター

　　　　8月22日脚　午後１時半～３時半

※申し込み者には受診票を送付します。

・市内で受診する

　人は直接医療機

　関へ（受診票は

　医療機関にあり

　ます）

・市外で受診する

　人、検診料免除

　の人は健康医療

　課へ申し込みを

実施期間 表１のとおり
12月８日倒ま

で受け付け
表２のとおり

11月30日休)ま

で実施中

　検診申込書、検診案内、子宮がん検診受診票(宇治市以外で受診す

る人用)は、各公民館・コミュニティセンター・行政サービスコーナ

ーに置いています。

年に一度は健康チェック
胃がん大腸がん乳がん秋の検診の受付開始

胃
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検

診

大
腸
が
ん
検
診

－

鱗朧朧贈継端
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フンの後始末は

飼い主の責任

　散歩にはスコップ　袋を忘

れずに

　回環境保全課（内線2253）

15歳以上の人(中学生は不可)。

各先着30人[＞1000円　圃13日(日)午

前９時から同館へ直接。顔写真

(3×2.5センチ)が必要。　回同

館(S33－4001)。

に京都府教育庁指導部学校教育課

(ZS075-414-5840)。

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター(昔46－

0688)。

　　〈ワープロ初級ver5〉(〉9月

７日~25日の月・木曜、午後６時

半～９時[＞9000円。くワープロ中

級Ver5〉C〉9月10日～10月15日

の日曜、午後１時～３時半[〉9000

円。　　くパソコンロータス123初

級〉[＞９月７日～25日の月・木曜、

午後６時半～９時C〉9a:)O円。く和

裁初級・中級・上級〉[＞９月22日

～12月８日の水・金曜、午前10時

～午後４時[〉１万2000円。

■トレーニング機器実技講習会

　[〉８月26日出、午後１時～と３

時半～の２回。黄槃体育館[＞対象…

９時。府立宇治公園中の島[＞内容…

徳島の阿波踊り、大阪の河内音頭

など、全国の代表的な盆踊りを披

露回IS光協会(S23－3334)。

‐宇治川観月茶会

　[〉９月９日出・10日(日)、午後３

時～8時。府立宇治公園中の島[〉

内容…茶席(抹茶・煎茶)、点心

席、観月舟[〉前売り券…3000円。

咄宇治市観光協会、宇治商工会議

所、伊藤久平等院通り店、永谷宗

園茶店(六地蔵)、京阪宇治駅前

駿河屋、お茶の通園、京阪交通社

各営業所、市茶道連盟会員宅で販

売中　囲観光協会(323－3334)。

市役所　=r611宇治琵琶33
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お母さんといっしょ

忘れていませんか

国民年金の保険料

　年金制度は皆さんの保険料

で支えられています。納め忘

れがないか今一度確認し、あ

ればすぐに納めましょう。

　回国民年金課（内線2310）

麗王ちゃん(11ヵ月)

博代さん

　　　(槙島町千足)

木藤

■中学卒業程度認定試験

　義務教育諸学校への就学を猶予･

免除された人が対象。この試験に

合格した人は高等学校入学資格が

得られます。[＞11月10日圀、京都

府庁第３号館I119月６日困まで

■教育委員会臨時職員登録者

　E〉職種・応募資格…学校給食調

理員＝女性。調理師免許の有無は

問いません　回履歴書を教育委員

会総務課（内線2605）へ。登録者

の中から必要に応じて雇用します。

お知らせ

■消防設備士講習

　［＞9月19日（火']―第１種、20日困＝

第３種、21日困＝第２・４種、22

日出＝第５種。京都府中小企業会

館（京都市右京区西大路通り五条

下ル東側）回8月17日出～９月

１日圀に咄京都消防設備協会（中

京区寺町通り二条下ル妙満寺前町

450京都共済消防会館４階）。申請

書は各消防（分）署で配布中。

■宇治塔の島全国有名盆踊り大会

　[＞8月18日圀、午後６時20分～

"ａＷ｀四ふｔｊノ
し

募集

■小中学生「年金についての作品

　コンクール」作品

　E＞募集内容…小中学生による

「年金」をテーマとした作品（絵

画・写真・標語）[119月８日㈹

までに市役所国民年金課（内線23

10）　回京都府年金指導課（ao7

5-451-4540）。

■こども手づくり文化祭展示作品

　10月８日（日)に中央公民館で開催

するこども手づくり文化祭（展示・

クラフト・茶席）に展示する作品

を募集。展示作品の中から夢のあ

ふれる楽しい作品を表彰します。

［〉受付期間…９月４日側～８日出

（作品の搬入は10月７日出、搬出

は８日（日））圃文化観光課（内線

2223）。

市職員を募集
（財）宇治市公園公社の職員も

　
意
欲
と
行
動
力
あ
ふ
れ
る
人

を
求
め
ま
す
。

〔
職
種
・
資
格
〕

◇
一
般
事
務
職
：
幽
和
4
4
年
４

月
２
日
～
5
3
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

蛮
『
す
る
人
（
学
歴
は
不
問
）
＝

若
干
名

◇
土
木
技
師
…
昭
和
4
2
年
４
月

２
日
～
5
3
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
ま
た
は
大
学
で
土
木
の
専
門

課
程
を
修
得
し
た
か
平
成
８
年

３
月
ま
で
に
修
得
見
込
み
の
人

＝
若
干
名

◇
建
築
技
師
…
昭
和
4
2
年
４
月

２
日
～
5
3
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
ま
た
は
大
学
で
建
築
の
専
門

課
程
を
修
得
し
た
か
平
成
８
年

且
月
ま
で
に
修
得
昂
込
み
の
人
＝

若
干
名

◇
保
健
婦
・
：
昭
和
4
2
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
婦
の

資
格
を
有
す
る
か
平
成
８
年
５

月
ま
で
に
取
得
昂
込
み
の
写
百

若
干
名

◇
消
防
職
員
・
：
昭
和
4
4
年
４
月

２
日
～
5
3
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
し
（
学
歴
は
不
問
）
、
通
勤

時
間
が
１
時
間
以
内
の
人
＝
若

干
名

　
な
お
、
ど
の
職
種
も
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員

法
第
一
六
条
の
規
定
に
よ
る
欠

格
条
項
（
禁
治
産
者
と
準
禁
治

産
者
な
ど
）
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
試
験
・
応
募
方
法
〕

　
▼
日
時
・
・
・
９
月
1
7
日
㈲
、
午

前
８
時
4
0
分
か
ら
▼
場
所
・
：
宇

治
中
学
校
（
応
募
者
数
に
よ
り

一
部
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治
市
指

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
受
け
て
い
な
い
人
は

認
定
請
求
を

　
対
象
は
次
の
人
。
児
童
扶
養

手
当
＝
①
離
婚
な
ど
で
父
と
暮

ら
せ
な
い
児
童
の
母
②
父
が
身

体
な
ど
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

児
童
の
母
③
こ
れ
ら
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
重
度
の

障
害
や
病
気
を
持
つ
児
童
を
家

庭
で
育
て
て
い
る
父
母
か
父
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は

福
祉
総
務
課
（
内
線
２
３
ｎ
７
）

へ
認
定
請
求
を
。
た
だ
し
、
支

給
に
は
所
得
制
限
か
あ
茫
乎
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
は
、

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
に

支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
人
は
、
該
当
し
て
か
ら

五
年
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
現
況
届
・
所
得
状
況
届
は

　
８
月
2
5
日
（
金
）
ま
で
に

定
の
履
歴
書
と
申
込
書
に
記
入

し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
の
写
真

を
は
り
、
消
防
職
は
消
防
本
部

総
務
課
（
内
線
2
6
5
3
）
、

そ
れ
以
外
の
職
種
は
職
員
課

（
内
線
2
0
6
3
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）
。

実
施
要
項
、
履
歴
書
、
申
込
書

は
各
職
種
の
申
し
込
み
先
に
あ

露 霜 貫 感 露 珊 貫 ● 嫁

り
ま
す
▼
受
付
期
間
・
：
８
月
1
7

日
俐
～
2
5
日
面
。

大
学
校
で
園
芸
の
専
門
課
程
を

修
得
し
た
か
平
成
８
年
３
月
ま

で
に
修
得
見
込
み
の
人
＝
若
干

名
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

禁
治
産
者
と
準
禁
治
産
者
な
ど

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

〈
第
１
次
試
験
〉

　
日
時
・
場
所
・
受
付
期
間
は

市
職
員
と
同
じ
。
申
し
込
み
は

当
公
社
指
定
の
履
歴
書
と
申
込

書
に
記
入
し
、
最
近
六
ヵ
月
以

内
の
写
真
を
は
り
、
剛
宇
治
市

公
園
公
社
（
黄
桑
体
育
館
内
、

音
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
持
参
で

（
郵
送
不
可
）
。
実
施
要
項
、
履

歴
書
、
申
込
書
は
同
公
社
に
あ

り
ま
す
。

521

　
公
園
公
社
職
員

　
▼
資
格
…
昭
和
4
2
年
４
月
２

日
～
5
3
年
４
月
Ｌ
白
に
生
ま
れ
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
ま
た
は
都
道
府
県
立
農
業

開
講
3
0
周
年

老
人
大
学
を
開
催

　
市
と
連
合
喜
老
会
で
は
、
新

し
い
知
識
や
教
養
を
身
に
付
け
、

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
過
ご

一
し
て
も
ら
う
た
め
、
老
人
大
学

月　日 内容・演題 講　師

8 /24

　困

開会式 京都新聞論説m倭員長

原田想爾ぉら最近の社会情勢

8 /25

　釘

自分史展

　　私の場合

阿弥陀寺住職

長滓普天さふ

8/26

　(土)

美しく豊かに年を

重ねたい

佛教大学教授

小倉美津子心．

8 /27

　(日)
日本文化の再発見

大陥立好大学学長

上田正昭さん

8/29

　(火)

選挙アラカルト 市選挙管理委員会

金管バンド演奏
横島小学校
令管ﾊﾞﾝﾄﾞ部の皆さん

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
現
況
届
を
、
特

i 。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
委
員
長
に
吉
澤
義
則
さ
ん

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

七
月
十
八
日
の
定
例
委
員
会

で
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
長

改
選
を
行
い
、
吉
潭
義
則
さ

ん
を
委
員
長
に
選
任
し
ま
し

た
。
吉
潭
新
委
員
長
は
昭
和

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

予
ハ
（
支
給
停
止
中
の
人
を
含

む
）
は
所
得
状
況
届
を
八
月
二

十
五
日
面
ま
で
に
福
祉
総
務
課

（
内
線
2
3
0
7
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場

合
、
手
当
が
支
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

祁
－

六
十
年
十
二
月
に
選
挙
管
理

委
員
に
就
任
、
六
十
一
年
七

月
か
ら
委
員
長
職
務
代
理
者

を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
長
職
務
代
理
者

に
は
田
村
光
正
さ
ん
が
、
委

員
に
は
長
谷
部
松
子
さ
ん
、

若
山
喜
久
穂
さ
ん
が
就
任
。

任
期
は
四
年
間
で
す
。

を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
程
・
内

容
・
・
・
左
上
表
の
と
お
り
。
い
ず

れ
も
午
前
９
時
半
～
1
1
時
半
▼

対
象
…
市
内
在
住
の
6
0
歳
以
上

の
人
、
先
着
１
３
０
叉
▼
受

講
料
：
１
０
０
円
▼
申
し
込
み

・
：
８
月
1
9
日
出
ま
で
（
必
着
）

に
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を
書

き
宇
治
市
連
合
喜
老
会
事
務
局

（
宇
治
琵
琶
4
5
、
総
合
福
祉
会

館
内
。
昔
2
4
・
0
1
8
7
）
か

近
く
の
地
区
喜
老
会
会
長
へ
。

高
齢
者
エ
イ
ジ
レ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
日
ご

ろ
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

成
果
発
表
を
通
じ
、
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
。

次
の
と
お
り
、
参
加
者
と
出
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

高
齢
者
文
化
祭

　
［
発
表
の
部
］

　
▼
日
時
・
：
1
0
月
2
8
日
切
、
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
場
所
・
：

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
内

容
：
Å
層
、
舞
踊
、
詩
吟
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
な
ど
▼
対
象
：
6
0
歳

以
上
の
市
民
が
主
体
と
な
っ
て

組
織
さ
れ
た
団
体
▼
申
し
玲
？
・

長
寿
社
会
対
策
課
（
内
線
2
3

4
4
）
に
あ
る
用
紙
で
８
月
2
5

日
面
ま
で
に
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
参
加
は
無
料
。

　
【
展
示
の
部
】

　
▼
日
時
…
1
0
鳳
万
一
日
倒
～
2
9

日
剛
、
午
前
９
時
半
～
午
後
４

時
半
（
2
9
日
は
午
後
ｔ
時
ま
で
）

▼
場
所
・
：
中
央
公
民
館
▼
内
容

…
生
け
花
、
盆
栽
、
手
工
芸
、

書
道
、
絵
画
、
写
具
、
陶
工
芸
、

木
工
芸
、
文
芸
な
ど
▼
対
象
・
：

6
0
歳
以
上
の
市
民
や
市
内
に
勤

務
す
る
人
か
、
そ
れ
ら
の
人
た

ち
で
組
織
さ
れ
た
団
体
▼
申
し

込
み
…
所
定
の
用
紙
で
９
月
１

日
面
～
1
2
日
㈹
に
最
寄
り
の
公

民
館
か
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

参
加
は
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…

中
央
（
a
2
0
・
1
4
1
1
）
、

宇
治
（
音
2
1
・
2
8
0
4
）
、

木
幡
（
0
3
2
・
8
2
9
0
）
、

小
倉
（
音
2
2
・
4
6
8
7
）
、

広
野
（
a
4
1
・
7
4
5
0
）
の

各
公
民
館
か
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
音
2
4
・
0
1
8
7
）
へ
。

　
▼
日
時
・
：
1
0
月
1
0
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
場
所
・
：

太
陽
が
丘
第
２
競
技
場
▼
種
目

・
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
▼
対
象
…
概
ね
6
0
歳

以
上
の
市
民
。
世
代
間
交
流
を

図
る
た
め
一
般
市
民
の
参
加
も

で
き
ま
す
▼
申
し
込
み
・
：
９
月

2
1
日
㈹
～
2
7
日
吻
に
市
民
体
育

課
（
内
線
2
6
2
1
）
へ
。
参

加
は
無
料
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
当
日
申
し
込
み
も
可
。

第５回
参
加
者
出
展
作
品
募
集高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
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戦
後
五
十
周
年
の

節
目
に

　
私
か
宇
府
に
住
な
ぷ
つ
に
な
っ

て
二
十
七
年
。
あ
っ
と
い
う
間

の
年
月
で
し
た
。
昭
和
四
十
三

年
に
土
地
を
購
入
し
、
さ
さ
や

か
な
家
を
建
て
ま
し
た
。
府
道

よ
り
二
百
メ
ー
ト
ル
の
ｔ
苔
で
、

家
の
前
に
は
宇
治
陵
が
あ
り
ま

す
。
静
か
な
所
で
、
当
時
は
う

ぐ
い
す
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

本
当
に
良
い
所
に
四
の
住
み
家

を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
思
わ
ぬ
高
齢
と
な
り
ま
し
た

が
今
で
は
、
文
学
の
勉
強
を
し

た
り
源
氏
物
語
宇
治
十
帖
の
史

跡
め
ぐ
り
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

の
も
「
平
和
」
で
あ
っ
て
の
こ

と
。

　
私
た
ち
の
世
代
は
戦
争
と
言

う
愚
か
な
行
為
に
よ
っ
て
、
大

切
な
夫
や
息
子
参
天
い
ま
し
た
。

や
が
て
八
月
十
五
日
が
巡
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
戦
後
五
十
年
の

節
目
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や

追
悼
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
夏
が
来
る
と

思
う
こ
と

　
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
か

ら
今
年
で
五
十
年
。
戦
後
日
本

は
、
世
界
の
経
済
大
国
と
ま
で

言
わ
れ
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
ま
し
た
。
光
陰
矢
の
如
し
で

い
つ
の
間
に
か
歳
月
は
過
ぎ
去

り
ま
す
。
年
月
の
経
過
と
共
に

戦
争
や
核
兵
器
に
関
す
る
記
憶

は
、
次
第
に
薄
れ
て
い
く
よ
う

な
思
い
が
し
ま
す
。

　
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が

起
こ
り
、
連
日
新
聞
紙
上
を
に

ぎ
わ
し
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
残
虐
な
事
件
が
起
こ

る
の
か
、
判
断
に
苦
し
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
刄
或
万
ま
せ
ん
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多

数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

私
た
ち
人
類
の
脅
威
で
あ
る
核

実
験
、
核
兵
器
の
製
造
を
世
界

を
あ
げ
て
反
対
し
、
ま
た
戦
争

の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
語
り

継
ぎ
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
西
笠
取
下
荘
　
一
寒
心
生

　
　
選
挙
の
投
票
に

行
っ
て

　
今
回
の
選
挙
で
京
都
の
投
票

率
は
、
四
〇
％
に
終
わ
り
ま
し

た
。
私
は
、
木
幡
小
学
校
に
投

票
に
行
く
一
障
害
者
で
す
。
こ

こ
で
は
、
今
ま
で
は
土
足
で
投

票
で
き
ま
し
た
が
、
先
日
か
ら

ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
に
な
り

ま
し
た
。

　
七
月
二
十
三
日
付
け
の
新
聞

に
よ
る
と
、
府
の
選
管
は
、
視

覚
障
害
者
へ
の
配
慮
と
し
て
履

物
を
履
き
替
え
な
い
で
す
む
よ

う
市
町
村
の
選
管
に
求
め
て
い

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
・
…
私
は
、

ま
だ
比
較
的
簡
単
に
履
き
替
え

ら
れ
ま
す
が
、
お
年
寄
り
の
中

に
は
、
不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
木
幡
御
園
　
匿
名
希
望

一
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
兌

　
こ
の
投
票
所
は
、
床
の
改
修

工
事
が
さ
れ
た
ば
か
り
で
学
校

で
も
施
設
を
大
切
に
使
お
う
と

気
を
配
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、
履
物
を
履
き
替
え

ず
に
投
票
で
き
た
の
で
す
が
、

市
議
選
か
ら
施
設
の
状
況
も
考

え
て
、
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

履
き
替
え
ず
に
済
む
よ
う
に
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
民
情
報
短
信

　
　
催
し

◆
第
2
2
回
ナ
イ
タ
ー
卓
球
大
会
…

片
琵
日
出
午
後
７
時
り
且
時
・

Ｃ
s
７
一
日
剛
午
後
６
時
半
～
９
時
、

黄
聚
体
育
館
。
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
、
高
校
生
以
上
。
協
会
員
・

５
百
円
、
一
般
・
８
百
円
。
申

し
込
み
は
８
月
1
9
日
倒
ま
で
に

黄
粟
体
育
館
内
宇
治
市
体
育
協

会
事
務
所
へ
。
谷
口
さ
ん
（
四

2
2
°
0
6
0
4
）
ｏ

◆
市
民
歩
こ
う
会
…
８
月
2
0
日

向
午
前
８
時
半
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
集
合
。
馬
堀
駅
・
保
津
峡
方

面
、
約
８
キ
ロ
。
昼
食
、
雨
具

持
参
で
。
雨
天
の
場
合
は
2
7
日

前
。
牧
原
さ
ん
（
0
2
3
・
2
2

6
2
）
。

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
…

９
月
４
日
間
午
後
Ｌ
時
ｙ
１
時
、

宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必
要
。

５
百
円
。
山
岡
さ
ん
（
ａ
０
７

５
゛
４
６
１
°
1
8
2
8
）
ｏ

　
　
募
集

◆
水
墨
画
サ
ー
ク
ル
・
・
・
季
節
の

花
や
静
物
な
ど
一
緒
に
書
い
て

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月

第
２
・
４
木
曜
の
午
前
1
0
時
～

正
午
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
。
２
千
円
。
丸
山
さ

ん
（
a
2
2
・
3
8
3
5
）
。

◆
木
彫
サ
ー
ク
ル
・
き
ざ
み
…

お
盆
・
リ
レ
ー
フ
な
ど
に
好
み

の
絵
な
ど
を
彫
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
毎
月
第
１
・
３
土
曜

の
午
後
１
時
半
～
４
時
、
広
野

公
民
館
。
千
五
百
円
。
吉
川
さ

ん
（
登
4
3
・
4
0
5
6
）
。

槇
島
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部

世
界
吹
奏
楽
大
会
に
初
出
場

　
槙
島
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド

部
（
四
十
二
人
）
が
、
七
月
二

士
百
か
ら
二
十
九
日
ま
で
静

岡
県
浜
松
市
の
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

ト
世
界
吹
奏
楽
大
会
で

　　　　　　宇治朝霧コーラス

　宇治朝霧コーラスは、宇治　披露されるそうです。

公民館で活動している女性合　　「指導の先生にも恵まれて、

唱サークルで、今年結成18年　素晴らしい音楽に出会えるこ

になります。現在45人の会員　とがとてもうれしいです。ま

が、毎週火曜日の午前10時～　た､練習した成果も発表でき

正午にて指導を受けながら練　ることも楽しみです」と代表

習に励んでいます。　　　　　　の小林さん。お話を伺ってい

　今年２月の「宇治まなびん　る時にも聴こえて来るきれい

ぐ'95」で山城地方に伝わっ　な歌声に心がなごみます。

ているわらべ歌を歌いました。　　只今、歌を歌うことが大好

どこかで聞いたことがあるよ　きな人を募集中です。一緒に

うな懐かしい歌です。秋には　歌ってみませんか。会費は月

文教短期大学に招待され、学　２千円です。〔問い合わせ〕

生の皆さんの前でわらべ歌を　小林陽子さん（S23－3137）。

浜
松
で
開
か
れ
た
「
第
七
回
世

界
吹
奏
楽
大
会
」
（
世
界
吹
奏

楽
協
会
主
催
）
に
出
場
し
ま
し

た
。棋

島
小
金
管
バ
ン
ド
部

　
こ
の
大
会
は
一
年
お
き
に
開

か
れ
、
今
年
で
七
回
目
。
ア
ジ

ア
で
は
初
め
て
の
開
催
で
、
世

界
九
力
国
、
日
本
代
表
を
は
じ

め
国
内
十
五
バ
ン
ド
が
参
加
。

槙
島
小
金
管
バ
ン
ド
部
は
昨
年

十
二
月
に
「
第
三
十
三
回
全
国

学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
小
学
校
の
部

の
代
表
と
し
て
演
奏
し
ま
し
た
。

　
部
長
の
松
崎
由
香
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
演
奏
し
て
き
た
会
場

よ
隠
鯉
若
大
き
な
会
満
が
っ

く
り
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
け

れ
ど
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き

た
曲
を
発
表
で
き
て
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
外
国
の
人

と
あ
い
さ
つ
も
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
海
外
の
素
晴
ら
し
い
音
楽
に

触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た

ち
の
演
奏
も
音
楽
を
愛
す
る
人

に
聞
い
て
も
ら
え
る
・
…
こ
の

経
験
は
、
き
っ
と
大
き
な
自
信

に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇投書コーナー「私もひとこと」身近な話題や提宰なと

を募集しています。

400字程度にまとめ、お寄せください。

採用分には粗品を差し上げます。

◇市民情報・短信

サークルの催しや会員募集々とを８月

21日（月）までに。営利・宗教・政治活動は掲載できません。、

犬〔送付・連絡先〕市役所広報課（宇治琵琶33、容22

・

31

41内線2069）へ。匿名希望の場合も住所・氏名は記入を。

開局に向け準備が進む

工フエム宇治

　
さ
る
七
月
十
二
日
に
市
や
商

工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど
の

団
体
や
個
人
の
出
資
で
設
立
さ

れ
た
エ
フ
エ
ム
宇
治
㈱
で
は
現

在
、
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

Ｉ
設
立
さ
れ
た
エ
フ
エ
ム
宇

　
治
の
ス
タ
ジ
オ
で

提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

局
と
し
て
、
開
局
に
向
け
て
の

準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
は
、
市

町
村
単
位
程
度
を
放
送
対
象
地

域
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
地
域

に
住
む
人
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
緊
急
時
に
即
応
し

た
災
害
・
防
災
情
報
や
ま
ち
の

話
題
、
市
の
広
報
番
組
な
ど
身

近
な
生
活
情
報
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
気
１
　
に
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
市
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
が
市
民
参
加
行
政
の
推
進
や

市
民
文
化
活
動
の
活
性
化
、
豊

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、

観
光
の
振
興
な
ど
に
多
く
の
効

果
が
期
待
で
き
、
こ
と
に
災
害

時
の
有
効
な
情
報
伝
達
手
段
に

も
な
る
こ
と
か
ら
、
資
本
金
の

出
資
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
七
月
二
十
六
日
に
は
予
備
免

許
も
交
付
さ
れ
、
周
波
数
も
八

八
・
八
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
と
決
ま
り

ま
し
た
。
今
後
、
本
免
許
の
交

付
を
受
け
た
後
、
九
月
か
ら
の

放
送
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ジ
オ
の
所
在
地
は
宇
治
壱

番
三
番
地
（
宇
治
橋
通
り
）
容

2
4
・
0
8
8
8
で
す
。

問い合わせ・電話予約

謎宇治市文化センター

　　　　　S20－2111

小
林
旭
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

1 0
月
７
日
出
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
▼
昼
の
部
　
午
後
２
時
半
（
開
場
２
時
）

　
▼
夜
の
部
　
午
後
６
時
半
（
開
場
６
時
）

　
★
夜
の
部
は
終
演
時
刻
に
合
わ
せ
て
近
鉄
大
久
保
駅
・
小
倉
・
緑
ヶ

　
　
原
方
面
・
京
阪
宇
治
駅
ま
で
臨
時
路
線
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
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投
書
コ
ー
ナ
ー

　
私
も
ひ
と
こ
と

L．．”．I；JE＾”：＾－’－

み
な
さ
ん
と
つ
く
る
ペ
ー
ジ

……毎月11日号

交差点

再
び
悲
し
い
日
々
を
送
る
こ
ン

の
な
い
よ
う
戦
争
を
知
っ
て
い

る
私
た
ち
の
世
代
の
者
が
、
ｍ

和
の
尊
さ
を
を
伝
え
て
い
か
″

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
ｙ

次
の
世
代
の
人
た
ち
に
そ
の
Ｅ

値
を
悟
り
、
守
つ
て
ほ
し
い
ン

思
う
の
で
す
。

　
木
幡
檜
尾
梅
田
弥
栄

サークルさ

あ来る13

募集中
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